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株式会社日本政策投資銀行による「ＤＢＪ環境格付」取得についてのお知らせ株式会社日本政策投資銀行による「ＤＢＪ環境格付」取得についてのお知らせ株式会社日本政策投資銀行による「ＤＢＪ環境格付」取得についてのお知らせ株式会社日本政策投資銀行による「ＤＢＪ環境格付」取得についてのお知らせ    

 

当社は、2022年11月７日に株式会社日本政策投資銀行（以下「ＤＢＪ」という）から「環境への配慮に対

する取り組みが先進的」であるという「ＤＢＪ環境格付」を取得しましたので、下記の通りお知らせしま

す。 

 

 

 

１．１．１．１．    「ＤＢＪ環境格付」について「ＤＢＪ環境格付」について「ＤＢＪ環境格付」について「ＤＢＪ環境格付」について 

「ＤＢＪ環境格付」は、ＤＢＪが開発したスクリーニングシステム（格付システム）により、企業の環境

経営度を評点化し、優れた企業を選定するというメニューです。 

 

２．２．２．２．    格付理由格付理由格付理由格付理由 

今回の格付では、以下の点が高く評価されました。 

①. 代表取締役社長執行役員のもとに「サステナブル委員会」を設置してサステナビリティ経営の推進体

制を整備すると共に、中長期のサステナビリティ戦略として「WORLD SUSTAINABILITY PLAN」を

策定し、多様かつ持続性のある社会の実現と自社グループの成長を両立させていく方向性を明示して

いること 

②. リユースやシェアリングを始めとするサーキュラー事業の拡大や、10年以上にわたって継続している

「エコロモキャンペーン」などを通じた衣料品の回収及び再利用により、製品のライフサイクルでの

価値を向上させることで、本業のサーキュラー・エコノミーへの貢献を実践していること 

③. ファッション産業としての持続可能性も考慮して、バリューチェーンを含めた環境負荷の発生状況を

把握する取り組みに着手したことに加え、スコープ３のＣＯ２排出量の削減に向けて衣料品１点当り

の排出量に関する中期目標を設定しつつ、サステナブル素材の活用などの施策を検討していること 

 

 なお、当社は本年６月公表の「WORLD SUSTAINABILITY PLAN」にも記載の通り、これからも更なる「生

活文化の多様性」と「ロス・ムダのない持続的な社会」の二律双生の実現を目指して、行動していきます。 

 

以 上 


